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図１ 培養越冬芽形成条件の検討

  図２ 各遺伝子の組織別発現量（①NCED、②histoneH3、③PCNA、④expansin）

アンシミドール添加によるリンドウ培養越冬芽の効率的誘導

と越冬芽の遺伝子発現及びタンパク質組成の特徴
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３ 要旨

自殖による系統の維持が困難なリンドウにおいて、育種母本の維持・増殖には培養手法が重要である。しかし培養条

件下におけるリンドウの越冬芽形成能は、系統によって大きく異なる。本研究では効率的に越冬芽形成を誘導できる培

養手法を開発するとともに、越冬芽形成時の特徴を遺伝子およびタンパク質発現の推移から明らかにした。

(1) リンドウ培養越冬芽形成のための条件を検討し、培地へのアンシミドール添加が効率的に培養越冬芽を誘導で

きることを明らかとした（図１）。

(2) 培養越冬芽形成の指標候補遺伝子として得られた4遺伝子（NCED、histoneH3、PCNA、expansin）について、部

位別の遺伝子発現量を調査したところ、培養越冬芽ではhistoneH3、PCNAの発現量が培養わき芽と比較し有意

に低く、expansinは自然越冬芽で有意に高かった（図２）。

(3) 培養越冬芽とわき芽の二次元電気泳動画像を比較したところ、それぞれに特異的なタンパク質スポットが存在し

ていた（図３）。十分な量が得られたタンパク質スポットについてアミノ酸配列分析をおこない相同性検索を試み

たが、どちらも既知のアミノ酸配列にないものであった。

(4) 以上により培養越冬芽を効率的に誘導する培養系の開発を行い、培地へのアンシミドール添加が有効であるこ

とを示した。また、培養越冬芽形成時に発現する遺伝子やタンパク質を同定することにより、遺伝子およびタンパ

ク質発現の特徴的な発現を明らかにすることが出来た。
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図３ 特異的タンパク質（ 2010年） 矢印は特異的スポットを示す
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